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はじめに
　今回私に与えられたタイトルは、「大学の国際化と日本語教育」です。立教大
学の課題については、後ほど 4人の先生方からご意見をいただけるということ
ですので、私の話は特定の機関ではなく、一般的な話とお考えいただけたらと思
います。
　これから、3つのトピックについてお話しいたします。1つは「大学の国際化」
についてです。全ての大学にとって国際化がどのように喫緊の課題なのかについ
て、私の考えをお話しします。2つ目は学生さんたちのために、留学生とともに
学ぶということが、どんな意味を持つのかという話をさせていただき、最後に、
大学における日本語教育の重要性について話させていただきます。大体 40分ぐ
らいの話になると思います。【スライド①-2】

1．大学の国際化：喫緊の課題
1）大学の国際化：喫緊の課題⑴
　「大学の国際化：喫緊の課題⑴」なのですけれども、昨年度から、大学の世界
展開力強化という研究課題が文部科学省によって資金化されて、たくさんの大学
が応募したと思いますが、応募がどうのこうのということよりも、文部科学省が、
大学の世界展開力の強化ということを掲げた背景となる考え方をご紹介したいと
思います。5つのポイントをスライドに挙げてありますけれども、まず皆様方よ
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くご存じのように、「急速なグローバル化により、我が国と世界各国との経済社
会の一体化が進展」しているということが背景にあります。ロンドンで誰かがく
しゃみをすると、日本で大勢が咳をする、そんな感じで、ギリシャが駄目だと日
本も駄目か、みたいな、浮き沈みを共有する地球規模のグローバル化が進んでい
るという認識のことです。
　次に、大学等の研究機関における教育訓練システムの中で、知識や技術の修得
の証明をする必要があることと、大学と雇用の関連で、大学と企業が、大学を卒
業する学生達をどういうふうに処遇するかというようなことが関連しているとい
う認識があります。
　また、社会システム全体が、大学とは関係がなくても、密接に連関していて、
それがまだまだ続くと予想されているということです。
　最後に、国内外の企業において、自国や他国の出身に囚われずに、グローバル
に活躍できる人材の登用・養成が求められている。国際的な人材獲得競争という
ような言い方もされていると思うのですけれども、日本国内にもいろいろな多国
籍企業がありますし、外国の企業が日本にやってきて、日本法人をつくったりす
る。そのようなことが活発に行われている中で、日本の学生、卒業生が、日本国
内限定で就職するというよりも、地球規模で適材適所に雇用されるべく教育され
るべきだということだと思います。
　文部科学省としては、そういうことを踏まえて、我が国の大学教育においても、
こうした潮流に呼応して魅力あるプログラムを構築することが急務だと表明して
いるのです。【スライド①-3】
　次に、2008年に発表された「留学生30万人計画」の概念図をお見せします。
図の左側のほうは募集から入学までのことで、ワンストップ・サービスによって
優秀な学生を日本のキャンパスに誘致するというのが、左側の 3分の 1のとこ
ろで言っていることです。それから右側 3分の 2の上の方では、大学が国際化
するべきだということを述べています。この中で、「大学等のグローバル化推進」
というところ、つまり「魅力ある大学づくり」と赤で書いてあるところに注目し
て下さい。G30、グローバル 30ということばを聞いたことがおありになる方も
多いと思うのですけれども、大学の国際化というとすぐに英語を使った教育を連
想するのが通念のようになっている中で、外国の優秀な学生で、日本語は必ずし
もできているとは言えない学生たちに日本の大学を開放するためには、学部であ
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っても、大学院であっても、入ったときから出るときまで、英語だけで学位が取
得できるようにする必要があるだろうということで、グローバル 30という名前
で、30の大学にそのための資金を提供するという計画なのですが、グローバル
サーティーではなくて、グローバルサーティーンで留まっておりまして、13 の
大学が現在、その恩恵に浴して努力しているということになっております。
　図の中では白マル印がついているところに、「英語のみによるコースの拡大」、「ダ
ブルディグリーとか短期留学等を推進」、「大学等の専門的な組織体制の強化」と
いうのがあって、そのような受け入れ環境づくりが推奨されているわけです。さ
らに下半分のところに、「企業」「地域」というマルの中に、省庁の名前が書いて
あるところがあると思います。これはグローバル化された日本の大学の国際色豊
かなキャンパスで、多くの大学が優秀な頭脳を持った学生たちに、日本語ではな
くて、英語だけで学位が取れるようなシステムを構築するということが一方であ
るのですけれども、そのプロダクト、つまり卒業生たちは、「卒業・修了後の社
会の受入れの推進」と書かれている道筋によって、できれば日本に留まって就職
してほしい。そしてそのために、産学官で連携して、就職支援や企業支援をしま
しょう。そして在留資格の明確化、在留期間の見直しの検討等、在留の規制緩和
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を行って、日本のために働いていただきましょうというような計画が、留学生
30万人計画です。これには既に大きな矛盾が潜んでいて、英語だけで卒業して
いただきましょう。でも日本で働いてほしいというと、じゃあ言葉はどうするの
ということになりますよね。英語だけで卒業して、日本で働くということはでき
ないわけで、そこに「地域」とか「企業」とか書いてあるのは、つまり、そこら
辺は地域さんよろしくとか、企業さんよろしくとか、そういうことになっている
ところが、この留学生 30万人計画が潜在的に矛盾をはらんでおり、解決すべき
課題を含んでいることが見えているところです。【スライド①-4】
　次に 2007 年にスタートした「アジア人財資金構想」です。予算措置の年限
はもう過ぎたのですけれども、図に書いてありますように、アジアを中心とした
海外事業展開、多数の企業が中国に生産拠点を移しているとか、タイ、ベトナム
はもとより、今やミャンマー詣でというようなことが起こっている、そういうと
ころで産学協同で懸け橋になる人材を育てましょうというのがアジア人財資金構
想です。
　先ほど申し上げた留学生 30万人計画は、文部科学省が主たる省庁で、他の省
庁はいろいろな意味で加わっていたのですけれども、こちらは経済産業省が主た
る省庁で、そこに文部科学省も同時に加わっていました。これは主として、アジ
アからの優秀な留学生を日本に招聘して、ビジネス日本語を習得してもらい、企
業にはインターンシップを豊富に提供してもらって、就職支援も積極的に行うと
いうような形で展開されてきました。大学は全体として、グローバルな人材育成
に参入することが期待され、奨励され、そして資金が用意されているというよう
な構想でした。【スライド①-5】

2）大学の国際化：喫緊の課題⑵
　もう一つの課題は、少子高齢化と学生人口ということで、それに関して 3つ
のポイントを取り上げたいと思います。【スライド①-6】
　将来の人口構成における生産年齢人口の実態、これは第一の喫緊の課題ですね。
次にそれに関して経済界がどんな提言をしたかということ、最後に大学の学生像
がどう変わるかという 3つのポイントです。図の左側が 2005 年の人口構成で、
右側が、2055 年にこうなるという予想になるわけです。私などが中学生の頃に
人口の構成図を見せられたときは、富士山のような形になっていて、長くすそ野
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を引いたところに沢山の子どもたちがいて、年寄りが段々少なくなるという形だ
ったのですけれども、2005 年には、既に年寄りが徐々に増えつつあるなという
ことになりますが、2055 年になると、図の右側のように、リンゴの 4 分の 1
の切り口のような形になるでしょうという予測です。
　65歳以上が 40.5％、そして 15歳から 64歳を生産年齢と言うのですが、こ
れが人口の半分です。そして 14歳以下はあまりいなくて 8.4％。これは先進国
で一番少ないパーセンテージになるようです。こうなると、生産年齢の人たちが
この 40.5％を支えなければならないわけですよね。2055年には、あるいは 80
歳も働けということになっているのかもしれないのですけれども、今のままでい
くと考えると、生産年齢人口の 1.3 人で、65歳以上の人口 1人を支えるという
ことになるのです。今、大学生でいらっしゃる方々は、この時はまだ生産年齢に
いるわけですね。そうすると半端じゃない所得税負担を抱えていることになりま
す。1.3 人で 1人を支えなくてはいけないわけですから、とんでもなく負担が大
きいということが分かりますね。
　じゃあどういうことが起こるだろうかというと、心ある若者というか、若者は
日本から逃げ出すでしょうね。もっと働きがいのある国へ。または、もっと税金
の低いところへという動きが起こって、このピンクの部分、生産年齢人口の部分
が、もっと縮小するかもしれないというようなことが恐ろしげに語られておりま
す。【スライド①-7】
　次になぜ子どもが増えないのかということですけれども、図の左上の部分は男
性の年齢別未婚率です。まず分かるのは、今 50 歳の男性の 5人に 1人は未婚
だということです。これは生涯未婚と言われています。そして 25歳から 29歳
の男性の 7割が未婚だということも分かります。結婚年齢が上がっているとい
うことですよね。一方右側の女性のほうを見てみますと、50歳のところは男性
よりも少し少ないです。でも 25 歳から 29 歳の 59％が未婚です。学生の皆さ
ん方は、卒業後のことを考えると、男性の10人に7人、女性の10人に6人は、
30歳でもまだ結婚していないだろうという予想になります、
　これがどういうことを示すかというのが、その下のグラフですけれども、先ほ
ど私が、先進諸国の中で、日本の子どもの率が一番少ないという予測だというこ
とを言いましたが、現在でも、ずっと下がってきているのが日本なのです。そし
て 2050 年では、イタリア、カナダ、英国、ドイツ、フランス、米国、日本の
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中で、日本の子どもの割合が突出して低いという予想になっています。子どもが
今日生まれたとしても、15年後にしか生産年齢という枠に入ってこないわけで
すので、とにかく将来働き手が増えるという楽観的な予想は今のままだと、とて
もできないということが喫緊の課題ということになりますね。【スライド①-8】
　そのような見通しで、2008 年に経団連が日本型移民という枠をつくろうとい
う提案をしました。図を見ていただくと、「はじめに」、「わが国の人口の展望」
とか、そういうことを言った上で、「人口減少が経済・社会に及ぼす影響」とい
うところで、経済成長、年金等、それから経済・社会システムが心配だという話
になって、では、どうするのというときに、「中長期的な経済社会の活力維持に
向けた方策」では、「成長力の強化」、「未来世代の育成」と同時に、3番目に、「経
済・社会システムの維持に必要な人材の活用・確保」、つまり生産年齢人口を何
とか確保しなくてはいけないだろうと述べています。
　そこでまず女性の社会進出等の促進ですけれども、とにかく女性の労働を活性
化しなければいけないというのは、みんなが気付いていて、それぞれ、子どもを
持っても働けるように、保育園の待機児童を少なくするというようなことは考え
られているわけです。それでも足りないので、二番目に、「国際的な人材獲得競
争と日本型移民政策の検討」と書かれています。女性がフルに活躍したとしても、
日本社会では、もともと生産年齢人口が少なくなっていくわけなので、国際的に
人材を獲得することが必要になる。つまり海外から人に来てもらって、働いても
らうという提案で、日本型の移民とされています。さらに「受け入れた外国人材
の定着の推進」ということも含めて経団連が提案したのでした。それは本当に深
刻な問題で、深刻に受けとめなければいけないと読んだ人は考えたと思います。【ス
ライド①-9】

3）学生像の転換と革新
　それともう一つは、大学自体の存続の問題です。中教審が 2008 年に、大学
が健全な経営を維持していくためには、学生像を転換したほうがいいという答申
を書きました。2025 年を目途に学生像を変換するべきだという提案です。グラ
フの中で一番下のブルーで色づけされている人たちが、18 歳ないし 20 歳まで
の間に大学に入ってきて、普通に 4年たって卒業していって、就職するという、
今とほとんど同じような学生さんたちですが、その数は 2025 年になっても変
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わらないし、大学院生も今のような数で推移するけれども、変わらなければいけ
ないのは、その上の 2つの学生像ですね。
　グレーで色づけされているのが社会人学生です。皆さんはリカレント教育とい
うのを聞いたことがおありでしょうか。先進国のうちで、日本はリカレント教育
に入ってくる人のとても少ない国だそうです。大学が適正な規模で運営されてい
くためには、何とか社会人学生を増やす。大学を一度出た人たちに、また帰って
きて勉強してくれる人を増やすということです。
　それから、一番上が留学生です。留学生を大体今の 3倍強にするという提案
です。現在、留学生といわれている人は 20万人ぐらいいます。なぜ 20万人も
いるかというと、今年度から出入国管理法が改正になりまして、これまで就学生
と呼ばれていた人も、留学というステータスになったのですね。そのために、今
は 20万人になっているということです。それを大体 3倍増ぐらいにしないと大
学がもたない。今は大学の学生定員と、入りたい人の数が大体同じという時代で
すが、2025 年になると、18 歳人口は減っていますので。定員割れする大学が
たくさん出てくる。そこで一度卒業した人にもう一度戻ってきていただく、そし
て留学生に沢山きていただくということをしないと大学がもたないということが、
この中教審の答申になるわけです。以上のようなことが、私が申し上げたい大学
の国際化に関する喫緊の課題です
　学術的なレベルでは、大学が海外との連携の上で、共存共栄していかなければ
いけないということ。それから、日本国内の問題としては、留学生にたくさん来
てもらって、その留学生を、日本の生産年齢人口の中に組み込めるような形にす
るというのが大学の喫緊の課題ということになります。【スライド①-10】

2．留学生と共に学ぶ意義
　次に、学生さんたちが留学生と一緒に学ぶことにはどんな意味があるのか考え
てみたいと思います。私はここでも3つのポイントを挙げております。一つは「多
様な価値観に触れる機会」。つまり留学生とともに学ぶことというのは、多様な
価値観に触れるチャンスだという点です。それから行動パターンです。いろいろ
な人が、いろいろな行動バターンの類型を持っているということ。特に留学生と
同時に、青森からやってきた人、鹿児島からやってきた人が立教のキャンパスで
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一緒になるというのも、もちろん多様な価値観に触れることになるし、行動パタ
ーンの類型を知ることになるのですけれども、そういう多様な学生たちと一緒に
学ぶ結果、3番目に「判断保留」を学ぶということをお話ししようと思います。【ス
ライド①-11】

1）多様な価値観に触れる機会
　価値観というのは、いろいろな要因を含んでいます。参考文献にも、世界価値
観調査の文献を挙げておりますけれども、幸福感、生活満足度、教育観、結婚観、
科学観、宗教観、国民意識など、いろいろな側面を含んでいるんですけれども、
そういう価値観の多様性ということを、いろいろな人がキャンパスにいることに
よって、認識せざるをえなくなるということだと思います。【スライド①-12】

2）行動パターンの類型を知る
　まず「文化的自己観」です。主として心理学の研究者たちが研究していること
ですけれども、日本で純粋培養された日本人と、いわゆる西洋型と言われている
ような人たちが、どういう文化的自己観を持っているかということです。図の右
側がほぼ日本の類型とされていることです。そして左側が典型的に西欧的な文化
的自己観ですね。「相互協調的」というのは、和を尊ぶとか、集団行動が上手だ
とか、自己主張が少ないとか、そういう文化的な自己観を持っている我々のこと
を指していると思います。それからそうでない人たちということで、このような
対比ができております。
　「相互協調的」自己観の「構造」というところでは、柔軟で可変的だというこ
とが書いてあります。一方、西欧的な文化的自己観では、単一で安定となってい
ます。そして重要な特性というのが、内部にあるか、外部にあるかということで
す。これはちょっと難しい概念ですけれども、「良い子ってどんな子たち？」と
いう研究があって、良い子とはどうやって決められるかということを研究した結
果というのが論文になっています。日本では、良い子というのは、集団的に定義
される。良い子というようなグループがあって、この人たちは全部良い子という
ふうに決める。でも、例えばアメリカでの調査の結果では、良い子は 1人ずつ
吟味される。だからこの子が良い子かどうか。これらの子どもが良い子かどうか
じゃなくて、1人 1人個別に決まるということです。
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　そして課題というのは、どういうことがいいことなのかという観点です。だか
ら、ユニークである。そして自己を表現する。内的特性、自分というものをはっ
きり認識する。自分の目標を追求するというのが西欧的な文化的自己観であるの
に対し、仲間に協調的であることや、自分にふさわしい、この「ふさわしい」と
いうのがキーでして、位置取りというか、自分は相対的にこのグループでどうい
う位置取りをするかが自分にふさわしいか、男らしい、女らしい、立教らしいと
いうのは、みんなこの自分にふさわしいということですね。集団の中で適切にふ
るまうということが、相互協調的自己観の表れとなります。一番最後にある自尊
心の基盤に関しては、日本だと、協調し、自分を抑え、社会的文脈と和を保つ能
力を持っているかということが、立派な人間を決めることになる一方、自己を表
現し、内的特性、自己主張を認識する能力があるかどうか。つまり、自分という
ものが確立されているかというのが西欧的であるとすれば、育てられる環境も違
ってきますよね。
　親にどうやって叱られるかということを問題にするときに、日本の子どもは「何
とかちゃんに笑われるわよ」とか、「あそこの怖いおじさんが見ているわよ」とか、
とにかく重要な特性というか判断基準が外部にあるので、迷惑をかけないとか、
自己主張をしないというような子が良い子なので、良い子になるように、親が他
律というか、他を基準にして子どもを叱る。では、相互独立的な親はどうするか
というと、「よく考えなさい」、「自分で考えなさい」、「自分で考えてそれがいい
ことなのかどうなのかを決めなさい」と言われるというようなことですね。
　育てられ方も、何が良い子なのかも、何を大切に自分を律しなければならない
かということも違う人たち、つまり、留学生を始め、文化的自己観の違う人たち
を受け入れ、日常生活を共にするというのはなかなか大変なことですが、貴重な
体験を得ることでもあるわけです。私は留学生という人たちに接触することが非
常に多い半生を送ってきたのですけれども、日本語教師というのは、常に日本人
と外国人の両方を向いて、「ごめんね」、「ごめんね」と言っているような気がし
ています。留学生たちがいきり立って、「なぜ日本語の人たちはこうなの？」と
言うと、「まあまあ、日本ってこういう国だからさ」と言い、今度は日本人に、「留
学生はなぜこうなの？」と言われると、「まあまあ、でも、あの人たちはちょっ
と違うんだから我慢しましょうよ」みたいなことを言うということなのです。
　私は大学に在職していた時に、学生委員長という役割を果たしていたことがあ
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るのですが、寮の中である問題が起きて、門限後の午後 11時から寮会議を開い
たことがあるんです。何が問題だったかというと、中国人の留学生が、部屋にあ
る冷蔵庫の中の、ルームメイトが買った飲み物を飲んでしまう。これは盗みだと
いう声が上がった。皆そういうことはいけないということになり、寮生会議が開
かれたんですね。
　中国人留学生は、「同じ部屋をシェアしているんだから、私たちルームメイト
は姉妹だ。姉妹が買ったものを飲むのは、別に盗みではない」と言うんですね。
日本人のほうは、「いや、それは盗みだ。他人が買ったものを飲むのは間違って
いる」と反論しました。例えば、互いの歯ブラシを使うかどうかというのは、夫
婦の間でもなかなか難しいことで、どんなに親しくなっても、普通そこまでは踏
み込まない。それから、お箸。家族のお箸を私も使うかというと、それもまたち
ょっと違いますよね。中国人は、誰の箸とか決まっていないから、きのうあなた
の箸だったものを、きょうは私が使うとかいうことは平気だというのと同じよう
にして、部屋の冷蔵庫にあるものは私も飲んでいいのだということなんですね。
　この問題は結局解決できませんでした。これが当たり前なのだ、これはいいこ
となのだと 2人とも言い張って、他の留学生たちは、みんなその留学生にくみ
して、そうだそうだと拍手。もう一人がこれは明らかに盗みだというと、また多
数が拍手ということになったんです。そうやって衝突するんですが、衝突するこ
とによって、日本人は中国人を知るようになるし、「日本人は潔癖過ぎますよね」
と中国人は思うけれども、「ああ、こういうのが日本人なんだ」と知る。そうや
って、一緒に生活することの中で、または一緒に勉強するということの中でいろ
いろ知るようになるんです。
　これは、またちょっと大学とは別の話なんですが、私はいま国際交流基金にお
りまして、日本語能力試験というものに関わっております。ある国で集団カンニ
ングが頻発するんです。何百人単位で誤答も含めて答えが同じということが、去
年も起こったのですけれども、そういうことが起こるんですね。そのときに、い
みじくもある受験者が、「助け合ってどうして悪いんですか」と言うんです。そ
れで、エーッと思ったけれども、うーん、助け合ってどうして悪いんでしょうと
いう問いにピンポイントした答えはすぐには出せないということなんですよね。
そういうようなことがいろいろありまして、それらすべてが価値観の違いに由来
するんですね。【スライド①-13】
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　異文化接触というのは、つまるところ、ここだけは譲れないという点が違う人
たちと付き合うということになるわけですね。そして、次のスライドでは、左側
に大きな大文字のC、右側は小文字の cが書かれています。言語教育の世界で、
よく「キャピタルシー」とか「スモールシー」と言うのですが、いわゆる文化と
いったときに、国籍とか、人権とか、民族とかというような、大きな括りのほう
を大文字で書くとすれば、生活習慣とか、言葉遣いとか、身体的特徴とか、性格
とかいう、日常生活に密着した側面が「c」のほうになります。私が先ほどお話
しした、冷蔵庫の飲み物を飲んでいいかどうかというようなことを言うというの
は、日常生活の中のこだわりの部分ですよね。これが「c」のところで、まずは
ここのところでもめるわけですけれども、そうじゃなくて、「C」のところでも
もめないことはないだろうというようなことで、異なる他者とのコミュニケーシ
ョンはなかなか大変だという意味です。【スライド①-14】
　コミュニケーションを研究なさる方はよくご存じのことですけれども、言語文
化的類型を問題にする時に、いろいろな類型が定義されています。例えば、「高
文脈」と「低文脈」ということですけれども、メッセージの全体に占める言語化
の量。つまりお互いに分かっていることは言わないのかというようなことです。
高文脈の最たる言語は日本語が代表的とされて、低文脈の最たるところはドイツ
語と言われているのです。私はドイツ人と結婚した日本人の友達がいます。「ド
イツ人と生活して行くのはとっても大変だ。でも、愛しているからしようがない」
と言うんですね。
　どう大変なのかというと、両方とも学者なので、日曜日に 2人とも家で勉強
していて、ちょっとお茶しようかというのは日本人なのですが、「ちょっとお茶
しようか」というのはドイツ人には通じない。つまり、私は先ほどから 3時間
あることに集中している。その結果のどが渇いている。そして外の温度は何度だ。
ということは、この辺で休んで何か水分を取らないと、2人とも、これ以上効率
的に仕事を続けることができない。だから、ということで、やっと「何か飲もう
か」という話を、夫なる人に説得することができる。その後で、私は飲むけど、
あなたも一緒に飲むかということとか、何を飲むかとか、それは誰がつくるのか
というようなことを、一々話して決める。それがドイツ人との生活だというんで
す。日本人は何となく、お茶しようかということになって、まあ、この人はいつ
も何とかを飲むから、またきょうは何とかだろうと思って出して、「あ、ありが
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とう」で済んでしまうんだけれども、そうはいかないというのが、この高文脈、
低文脈の話です。1日に「アイ・ラブ・ユー」と35回言う人と、結婚して以来「ア
イ・ラブ・ユー」とは言わないで 35年たっちゃったみたいな人が、この類型差
で食い違うわけです。
　それからポライトネス。「FACE」という言葉がありますけれども、いわゆる
メンツと考えて間違いではないと思います。メンツをどのように立てるか、どの
ようにコントロールするかというのも、コミュニケーション上の類型の 1つで
すし、また、自己開示、自分についてどの程度他人に話すかというようなことも
随分違います。日本人は自己開示をしないほうの極にあるとよく言われます。留
学生たちが、「日本の学生と深く話をしようとすると、『まあまあ、いいじゃない
の』と言われる。だから日本人と友達になったような気がしない」と、よく文句
を言うんです。日本人から言わせると、徹底的に議論することによって、関係が
こじれてしまうのが怖いから、仲よくなりたい人とは、深刻な話題にはむしろ触
れないようにする。自己開示というのは、そういうことに関しての類型の話です。
　それから外罰的、内罰的に関しては、日本人は内罰的とよく言われるんですね。
例えば道を歩いていたら、車が通りかかって泥をはねていった。自分の新しいコ
ートがちょっと汚れてしまったというようなときに、「新しいコートなんですよ、
どうしてくれるんですか。弁償してくださいよ」というのは外罰的な反応と言わ
れます。外の人を責めるわけなので。運転手さんが「ごめんなさい」と言ったと
きに、「何してくれるんだよ、弁償、弁償」と言うのが外罰的だとすれば、内罰
的というのは、「ボケっと歩いていた私が悪いんです。だから気にしないでくだ
さい」というような反応のことをいうんですね。実はこのほかに中間的な、無罰
的な反応というのもあって、これは冗談めかしてやり過ごすような反応のことで
す。「これで新しいコートを買う口実ができました」というようなことを言うと
いうのが、外罰でも内罰でもない無罰的反応というのですけれども、この点でも
国際比較が成立していまして、日本人は圧倒的に内罰的反応が多いです。どんな
状況を提示してテストしても、たいていの人は、「私が悪いのよ」ということに
なるというようなことになっています。【スライド①-15】

3）「判断保留」を学ぶ
　以上申し上げてきたような事柄を自分自身で経験できる機会が、留学生と同じ
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キャンパスで学ぶことによって得られるのは、卒業後のキャリアにとっても有意
義なことだと思います。キャンパスでいろいろな留学生と一緒に生活するという
ことは、結果として多文化社会の総合的関係調整持能力を強化するということに
なるでしょう。そのときに、これは八代さんという方のアドバイスなのですけれ
ども、スライドに書かれているようなポイントを押さえて、留学生たちと一緒に
生活していると、すぐには腹も立てなくなるだろうということです。そういうよ
うなことをすることによって、外国人と付き合っていて、むかっときたときにも、
腹を立てるのをちょっと保留するというようなことが奨励されています。日本人
学生も留学生も、互いの文化的な類型、あるいは文化的な差に気付き、腹を立て
る前に、相手はおそらくこういうふうに考えているんだと推測し、理解する。そ
してこういう状況では、自分はこうだけれども、相手はこうなんだと思うという
ようなことが大切なんだろうということです。それがカルチュラル・アウェアネ
スということであろうと思います。【スライド①-16、17】

3．大学における日本語教育の重要性
　最後に、概要で予告した3番目のトピック、「大学における日本語教育の重要性」

についてお話しします。一口に大学キ
ャンパスの日本語教育と言いましても、
スライドに挙げた 3 つの側面は区別
されるべきだろうと思います。1つは
アカデミックな日本語です。これには、
講義、実験、レポートを書く、自分で
調査するというような学術的活動など、
いろいろな側面があると思いますけれ
ども、目的は学術的達成にあって、単
位を取り、学位を取って、卒業するた
めの日本語です。一般的に各大学の留
学生センターとか、日本語教育センタ
ーは、このことを一番大切な仕事とし
て、日本語を母語としない留学生たち
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が、学術的な目的を達成するために必要な日本語を習得できるよう支援するので
あると思います。
　そのほかに、生活者のための日本語というのがあります、先ほど 13の大学に
文部科学省が億単位のお金を出して、英語だけで卒業できるようにしているとい
う話をしましたけれども、それはアカデミック・ジャパニーズと同等のアカデミ
ック・イングリッシュの話ですね。そういう学生たちも、校門を一歩出れば、ま
たは教室、実験室を出れば、日本語で暮らさないと、日本の生活を全部英語でと
いうことはできないし、留学生も生活者なので、アルバイトもすれば、恋愛もす
れば、いろいろなことをするでしょう。そのために生活者のための日本語という
のが、アカデミック・ジャパニーズとは別に必要ですね。
　それから先ほど留学生 30 万人計画のところでもお話ししましたが、最近は、
大学の就職支援部門に外国人留学生担当の職員が増えていると聞いています。そ
れは卒業後、日本で就職するということを奨励し、斡旋する担当者になるわけで
すが、卒業後日本で就職して日本社会で生活するため、グローバル人材として将
来活躍するための日本語という側面ですね。これは多分、生活者というのとは、
またちょっと違う側面ということになるでしょう。ビジネス日本語とも言われま
すが、社会人として活躍するための日本語習得の側面で、この側面の日本語教育
も、今は何となく大学に期待されているのですね。先ほどから申し上げたような
グローバル人材ですとか、留学生の将来とか、そういうことに関しても、何とな
く、「大学さん、よろしく」になっているのが、この 3つ目の側面であるような
気がいたします。
　ただ、留学生センター、または日本語センターが、全部これを請け負うことが
できるかというと、この 3つの側面を全部担えと言われたら、とても困ること
になるのではないかと思うのです。留学生の日本語学習の目的を考えていくと、
やはり中心的なのは「グローバルな人財」になるでしょう。日本語を勉強したら
日本だけで働くのか、または日本と自分の母国とのブリッジ人材になるのかとい
う問いに対しては、図の左側の上方に書かれているように、日本語を学ぶ、ある
いは外国語を学ぶということで、国際的なバランス感覚を磨くという側面も人材
育成に貢献するし、それ以上に、地球的規模で働くということにも、外国語を学
ぶということ自体が、日本語でなくても、何語であっても、地球的視野の獲得に
貢献するとことになるのではないかと思うのですね。【スライド①-18】
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　先ほど私は留学生にはアカデミック・ジャパニーズの習得だけでなく、生活者
としての日本語の習得という側面があると言いましたけれども、これは恐らく学
友である大学生たちも支援を担えるところではないかと思います。それから、先
ほどの 3番目の、社会人となるための基礎日本語というのは、地域とか、大学
を取り巻く社会とか、それからインターン先の企業とか、学生生活の中のそうい
う場面でいろいろ支援ができる。大学の日本語教育はそういうことを統合して視
野に入れつつ、主たる任務はアカデミックな日本語の教育であるという方向性に
なるのではないかと思います。【スライド①-19】
　次のスライドは参考資料のリストです。興味のある方はご覧になってください。
　ちょっと早口で飛ばしましたけれども、これで私の話を終わります。（拍手）【ス
ライド①-20】

質疑応答
○高村　西原先生、どうもありがとうございました。
　それではここから 5分ほど、質疑応答のほうに入りたいと思います。ご質問
のある方いらっしゃいましたら、どうぞよろしくお願いいたします。
○辻　国際センター職員の辻と申します。本日はどうもありがとうございました。
先生のお話の中にもありましたように、G30 に採択された大学を初めとして日
本の各大学では、英語による授業や、プログラムの開発ということが昨今叫ばれ
ております。そのように、日本に留学に来て、でも実際に勉強するのは英語で全
部終わってしまうというようなことになります
と、では、なぜ一体、日本に留学をしなければ
ならないかという意義の部分というのが非常に
疑問になってくるところではないのかと思うの
ですけれども、そういった点について、先生ご
自身のお考えをお聞かせいただければと思いま
す。
○西原（鈴）　これまで競争的研究資金の審査
等に関わることがあって気が付いたことは、日
本には世界で最先端の研究領域を有している大
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学が随分あるということです。特に理系が多いと思うのですけれども、そういう
ところですと、留学生たちは、どんな言葉の壁があっても、そこへ集まって来る
わけですね。日本がというか、その研究がトップなので来なければならないと思
うわけです。日本語の壁などと言っていられない、優秀な学生がまず日本を目指
すということがあるだろうと思うのです。
　一方で、アメリカに行きたかったけど、英語で勉強ができるということがある
ので日本の大学に来たという留学生たちもたくさんいると思うのです。
　それから、これは ASEAN の留学生たちの話なのですが、第 1外国語は英語
なので、英語ができるのはもう当たり前。そして、ほかの言語がもう一つできる
ことは付加価値になるという考え方があるようです。先ほどの「グローバル人財」
育成に関して、例えば日本の会社が外国に生産拠点を持ったり、事務所を持った
りした場合、業務は英語でほとんどやる。けれども、もう一つ、ちょっと深く入
ったレベルのところで日本語もできると、より活躍の幅が広がるという、そうい
うことがあるので、日本に留学することのメリットというのは、その意味もある
という話をこの間聞きました。自分のキャリアをどう立てるかを考えた上で、日
本を選んでくるということがあるのではないかと思いました。
　もう一つ、ちょっと残念な話を聞いたのですけれども、これは香港のある大学
で、どんな外国語を選択したらいいかということのマーケットリサーチをしたと
きに、日本語をやったら損だという結論が出たというのですね。これは当然英語
ができての話です。どうしてかというと、日本の企業に就職すると、初任給はと
てもいい、それから最初の 10 年ぐらいは給料もまあまあ高いけれども、10 年
でガラスの天井が来るというんですね。それはどうしてかというと、管理職にな
れない。だから給料もその辺で頭打ちになる。ところが、フランスとかドイツと
か、ヨーロッパ系の企業に就職すると、初任給は低い。けれども、10年たって
も天井が見えない。管理職になれる。現地法人の社長にもなれるかもしれない。
これはもう、日本の企業に何とかしてもらわないと困ることなんですけれども、
だから、日本語を学んでは損だ、やめたほうがいいというような結論になったと
いうのを聞いたこともあります。
　私が言いたいのは、日本を目指すか、目指さないかとか、日本語を選ぶか、選
ばないかということを、彼らは随分賢く考えているということではないかと思う
のです。日本を選んできてくれるということは、日本にとっては本当にありがた
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いこと。どういうキャリアパスが描かれているかは不明ですが、とにかくありが
たいことなので、できれば日本の魅力に目覚めてもらって、または日本で働くこ
との意義に目覚めてもらって、どういう人材として立つのでもいいから、日本を
視野に、将来計画を立ててくれるといいんじゃないかなと思っております。
　そして、英語ということなんですけれども、理系の研究領域では、学部のころ
から、英語で論文を書いていますね。だから成果の発表の手段としての英語とい
うのは、日本人学生であっても、必要不可欠な修行みたいになっているところが
あって、そういう分野においては、英語だけでというか、英語で発表する、また
は論文を書くということ自体は、日本人学生にとっても同じチャレンジだと思う
のです。
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【スライド①-2】
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【スライド①-1】
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【スライド①-4】

【スライド①-3】
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【スライド①-6】

【スライド①-5】
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【スライド①-8】

【スライド①-7】

http://www.geocities.jp/yamamrhr/ProIKE0911-91.html
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【スライド①-10】

【スライド①-9】
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【スライド①-12】

【スライド①-11】
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【スライド①-14】

【スライド①-13】
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【スライド①-16】

【スライド①-15】
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【スライド①-18】

【スライド①-17】
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【スライド①-20】

【スライド①-19】
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